
 令和６年１月２５日 

九 州 地 方 整 備 局 

大分河川国道事務所 
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令和６年３月２４日（日）１５時に開通します！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

※今回開通する区間は、無料で通行できる自動車専用道路です。 
 

○三
さん

光
こう

本
ほん

耶
や

馬
ば

渓
けい

道路は、「中津
な か つ

日田
ひ た

道路」の一部を構成し、救急医療活動及び広域

観光の振興を支援するとともに、災害に強いネットワークの構築を目的とする

道路です。 

○この度、田口
た ぐ ち

ＩＣ～青
あお

の洞門
どうもん

・羅漢寺
ら か ん じ

ＩＣ間（延長５．３ｋｍ）において、下記の

とおり、開通することとなりましたのでお知らせいたします。 

 ■開 通 日 ： 令和６年３月２４日（日）１５時～ 

問い合わせ先： 国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所 

【総  括】技 術副所 長 甲斐
か い

 猛
たけし

    

【式典関係】総 務 課 長  糸永
いとなが

 耕一郎
こういちろう

 

                           【事業関係】工務第二課長  濱
はま

  功一
こういち

 

  TEL：０９７－５４４－４１６７（代表）   

URL： http://www.qsr.mlit.go.jp/oita/ 

○開通により期待される主な効果 

 ・災害時における信頼性の高い道路ネットワークを構築 

 ・救急医療施設等への円滑な救急搬送を支援 

・観光振興を支援する広域観光ネットワークの形成 

○なお、開通に先立ち、下記のとおり「開通式典」の開催を予定しております。 

 ■開通式典 

 ・日時：令和６年３月２４日（日）１０：００～（受付９：００～） 

 ・会場：［式典］中津
な か つ

市立本
ほん

耶
や

馬
ば

渓
けい

中学校体育館（大分県中津
な か つ

市本
ほん

耶
や

馬
ば

渓
けい

町
まち

跡
あと

田
だ

212 番地） 

     ［テープカット］青
あお

の洞門
どうもん

・羅漢寺
ら か ん じ

ＩＣ（本線） 

 ・主催：国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所、大分県、中津市 

 ・内容：来賓祝辞、テープカット、くす玉開披 等 

 

〈報道関係者の皆様へ〉 

 ・現地で取材・撮影を希望される場合は、別添「送信票」による事前申込をお願いします。 



三光本耶馬渓道路（田口ＩＣ～青の洞門・羅漢寺ＩＣ間）

開通式 式典会場位置図

■ 日時：令和６年３月２４日（日） １０時００分～（受付９：００～）

■ 場所：中津市立本耶馬渓中学校体育館
ほん や ば けい

(大分県中津市本耶馬渓町跡田212番地）
ほん や ば けい まち あと だ
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至 北九州市

至 大分市

三光本耶馬渓道路 延長１２．８ｋｍ
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式典会場
（本耶⾺渓中学校）

＜詳細図＞

①式典会場
（本耶⾺渓中学校）

➁テープカット会場
(三光本耶⾺渓道路本線)

③駐⾞場
（本耶⾺渓中学校グランド）

至 中津市

至 日田市

①

➁

③

写真方向

た ぐち

至 田口IC

至 本耶馬渓IC
至 日田市

至 田口IC

至 本耶馬渓IC
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はち めん ざん



写真①︓H24.7 被災 写真④︓R5.7 被災

写真②︓H29.7 被災

・平成29年の路面冠水では、本耶馬渓耶馬溪道路
が開通していたため、大きな迂回を免れた。
・三光本耶馬渓道路を含む中津日田道路の整備に
より、更なるリダンダンシー機能が強化され、災害
時の活動支援に大きく寄与すると期待している。

・令和5年7月の豪雨では、整備済の中津日田道路
を利用することで、円滑な物流は確保されたが、
今後どこで災害が発生するか不安なため、三光本
耶馬渓道路の整備には期待している。

国道212号は、H24年以降
年間平均約9⽇の全⾯通⾏⽌めが発⽣

本耶馬渓耶馬溪道路耶馬溪道路 三光本耶馬渓道路

写真①H24.7

中津市
消防本部

:防災点検要対策箇所
:災害による全⾯通⾏⽌め（H24〜R4）
:R5年7⽉豪⾬による全⾯通⾏⽌め
:現況ルート
:今回開通後ルート

関係者の声（完成⾃動⾞⼯場ヒアリング）

関係者の声（中津市消防本部ヒアリング）

E10

E10

今回の開通区間に並行する国道212号は、平成24年以降、災害により約9日/年の
全面通行止めが発生するなど脆弱な路線です。

令和5年7月の豪雨では、路肩崩落が発生し、全面通行止めとなりましたが、既に供
用している本耶馬渓耶馬溪道路等が「代替路」となり、円滑な物流が確保されました。

今回の開通により、更なる災害に強い道路ネットワークの構築に寄与します。

写真③︓R5.7 被災

至 日田市

至 中津市街
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至 日田市

至 日田市
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今回開通区間

■国道２１２号の通行規制状況（H24～R4）及び R5年7月豪雨による通行規制箇所

■災害発生時の状況

災害時における信頼性の高い道路ネットワークを構築防災力の向上

延長:5.3km

写真②H29.7
定留IC

犬丸IC

伊藤田IC

三光下秣IC
中津IC

田口IC

青の洞門・羅漢寺IC

本耶馬渓IC
耶馬溪山移IC

耶馬溪下郷IC

(仮称)

写真③R5.7

写真④R5.7

R5年7⽉豪⾬時は
代替路 として機能

完成⾃動⾞⼯場

中津市役所
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耶馬溪地域は救急患者を受け入れる病院が無く、救急患者のうち約７割を中津市中
心部の病院へ搬送しています。

 しかし、搬送ルートである国道212号は急カーブによる救急患者への負担が大きい
ことに加え、搬送時間の長さが課題となっています。

今回の開通により、走行性向上による救急患者の負担軽減や、搬送時間の短縮によ
る救命率の向上が図られるなど、円滑な救急搬送を支援します。

中津市民病院
31％

済生会
日田病院
15％

中津脳神経
外科病院
10％

中津胃腸病院
8％

酒井病院
9％

川嶌整形外科
病院
7％

その他中津市病院
1％

その他
日田市病院10％

その他
4％

その他
中津市中心部病院

5％

Ｎ＝469/年

中津市へ約7割搬送

耶⾺溪分署

耶⾺溪地域
中津市⺠病院

中津市

宇佐市
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三光本耶⾺渓道路

中津脳神経外科病院

中津胃腸病院

耶⾺溪分署
耶⾺溪地域からの主な搬送先病院

急カーブ箇所（R=150m以下※2）
※2 線形不良箇所の基準 設計速度60km/h

川嶌整形外科病院

酒井病院中津市へ約7割搬送

・耶馬溪地域からの病院搬送は、市中心部
方面が多く、国道212号を通行しているが、
路面状況の悪い箇所や急カーブがあるた
め患者に負担をかけやすい。交通量の多い
時間帯は、片側一車線ということもあり、
搬送時間が長くなってしまう。
・三光本耶馬渓道路の整備により、市中心
部病院への搬送時の患者負担軽減や搬送
時間の短縮が期待できる。

関係者の声（中津消防署耶⾺溪分署ヒアリング）

資料：ETC2.0プローブデータ(R4.4～R4.7の4ヶ月間)
※左右加速度が±0.3Ｇ以上となった時を急ハンドルと定義

急ハンドル
発⽣回数が
約6割少ない

国道212号
（並行区間）

三光本耶馬渓道路
（中津～田口IC）

11.4

4.9

資料：R3年全国道路・街路交通情勢調査

(分）

今回の開通前 今回の開通後

所要時間
約9分
短縮

資料：カーラーの救命率曲線

今回の開通前：78％

今回の開通後：54％

多量出血呼吸停止心肺停止

資料：中津消防署耶馬溪分署
ヒアリング結果(R4)

(回/万台㌔）

救急医療施設等への円滑な救急搬送を支援救急医療支援

１０

E１０

今回開通区間

■耶馬溪地域の救急搬送実績 ■急ハンドル回数
（国道212号と三光本耶馬渓道路の比較）

■耶馬溪分署から中津市民病院への所要時間と救命率

■中津市内の病院への救急搬送ルート
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40分
31分

延⻑︓5.3km
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救命率
約24％
向上

※1「覚知～医療機関収容」までを１時間と設定し、覚知～現場到着20分、現場活動10分を差し引いた現場～医療機関収容を30分と設定

※1

（％）

定
留
Ｉ
Ｃ

E１０

:現況ルート
:今回開通後ルート

31分 40分

500

※1



中津市・日田市は、青の洞門をはじめ、一目八景、豆田の町並みなどの観光資源を有
しており、周辺地域には、別府温泉など九州有数の観光地が存在しています。

今回の開通により、中津市～日田市の所要時間が短縮し、新型コロナウイルスによる
影響から回復傾向にある沿線地域の観光を支援するとともに、今後中津日田道路が
整備されることで福岡方面や別府市・由布市などの沿線地域外まで周遊範囲が拡大
し、広域観光ネットワークの形成が期待されます。

・三光本耶馬渓道路の整備によって、日田

市と中津市の観光地の周遊性が向上する

とともに別府市や由布市への周遊範囲の

拡大により、当該地域の一体的な魅力が

向上し観光客の増加が期待できる。

関係者の声（⽇⽥市ヒアリング）

コロナ禍

中津IC〜⽥⼝IC H31.3開通

資料：日田市観光振興基本計画(案)、中津市観光振興計画

回復傾向

（万人）

・三光本耶馬渓道路の整備によって、中津・

日田と別府・由布をからめた広域的な周

遊バスツアーも今後は考えられる。

関係者の声（観光業者ヒアリング）

■中津市・日田市の観光入込客数の推移

■中津市・日田市の来訪者の内訳

中津・日田市内
から来訪
55％

福岡方面
から来訪
24％ その他

5％

別府・由布方面
から来訪
16％

資料：ODセンサスマスター（H27）

観光振興を支援する広域観光ネットワークの形成観光活性化

中津・日田地域の
来訪状況

中津市
観光客数

330万人/年

資料：由布市観光動態調査（R3）、中津市観光振興計画（R3）、別府市観光動態要覧（R3）、日田市観光振興基本計画（R3）

中
津
日
田
道
路

日田市
観光客数

191万人/年 由布市
観光客数

276万人/年

別府市
観光客数

372万人/年

三光本耶⾺渓道路

現状の

沿線地域の観光
を支援

延⻑:5.3km

今回開通区間

N=164百台/日

E34

定留IC

犬丸IC
伊藤田IC

三光下秣IC

耶馬溪山移IC

耶馬溪下郷IC
(仮称)

青の洞門・羅漢寺IC

本耶馬渓IC

田口IC
中津IC

E10

E10

中津城

青の洞門

別府温泉

由布院温泉

豆田の町並み

一目八景

一目八景

豆田の町並み

青の洞門

写真：大分県HP

写真：日田市観光協会

主要観光地

今後

周遊範囲
が拡大

今後

周遊範囲
が拡大

今後

周遊範囲
が拡大

今後

周遊範囲
が拡大

福岡方面

沿線地域外の周遊
約4割

沿線地域の観光
約6割

大分自動車道

E3

0% 20% 40% 60% 80% 100%



※報道関係者⽤
令和   年   ⽉   ⽇

国⼟交通省 九州地⽅整備局
 ⼤分河川国道事務所 総務課 宛
（FAX：０９７−５４６−１３２６）

◆開通式
⽇時 令和６年３⽉２４⽇（⽇）１０：００〜 （受付 ９：００〜） 
場所 中津市⽴本耶⾺渓中学校体育館（住所：⼤分県中津市本耶⾺渓町跡⽥212番地）

名 台 所属（部署）

（⾞種）
⽒名

連絡先（住所・ＴＥＬ)

（注）⼿書き記⼊で結構です。

※別途、事前申し込み頂いた連絡先に、当⽇の駐⾞券・駐⾞場案内図などを送付致しますので
  ３⽉１３⽇（⽔）までに申し込みお願いします。

※会場（駐⾞場）へお越しの際は、⾞両前⽅から⾒えるフロントガラス付近に駐⾞券を置いて下さい。

※当⽇の取材について、係員の指⽰に従い所定の場所に駐⾞をお願い致します。

三光本耶⾺渓道路（⽥⼝IC〜⻘の洞⾨・羅漢寺IC）
開通式の開催について

機関名 参加(来場)⼈数 ⾞台数 代表者の連絡先

参加者ご記名欄（参加者全員、フルネーム）

別添 送信票




